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●過疎地域自立促進計画を策定 
●名寄の冬を楽しく暮らす条例を制定 
●過疎地域自立促進計画を策定 
●名寄の冬を楽しく暮らす条例を制定 
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広報なよろ第７号　２ 

計
画
の
方
針 

　
こ
の
計
画
の
目
標
は
、
合
併
後
の

新
市
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く

た
め
に
策
定
さ
れ
た
「
新
市
建
設
計

画
」
の
新
市
の
将
来
像
「
自
然
の
恵

み
が
人
と
地
域
を
育
み
　
市
民
み
ん

な
で
創
る
　
心
豊
か
な
北
の
都
（
ま

ち
）
」
を
目
標
と
し
て
各
種
施
策
を

展
開
し
、
地
域
の
振
興
を
図
る
こ
と

に
あ
り
ま
す
。 

５
年
間
の
事
業
計
画 

　
本
計
画
は
９
つ
の
施
策
区
分
で
構

成
さ
れ
、
全
体
で
１
６
８
事
業
、
概

算
事
業
費
で
約
３
０
０
億
７
０
０
０

万
円
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
計
画

に
登
載
さ
れ
た
事
業
の
実
施
に
あ
た

っ
て
は
、
現
在
策
定
を
進
め
て
い
る

総
合
計
画
を
重
視
し
、
さ
ら
に
整
合

性
、
必
要
性
な
ど
を
検
討
し
、
事
業

を
厳
選
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
こ

の
計
画
の
中
か
ら
、
過
疎
対
策
事
業

債
を
適
用
す
る
事
業
の
選
定
を
し
て

い
き
ま
す
。 

  
【
産
業
の
振
興
】
　 

　
農
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
安
全
で

良
質
な
食
糧
の
安
定
生
産
を
基
本

に
、
国
際
環
境
に
対
応
で
き
る
体
質

の
強
い
農
業
の
展
開
を
図
る
た
め
、

農
業
者
、
関
係
機
関
・
団
体
が
一
体

と
な
っ
て
、
農
業
経
営
の
確
立
に
努

め
ま
す
。 

　
商
業
の
発
展
に
向
け
て
は
、
旧
市

町
で
策
定
さ
れ
た
「
中
心
市
街
地
活

性
化
基
本
計
画
」
に
基
づ
き
、
Ｔ
Ｍ

Ｏ
な
ど
関
係
機
関
・
団
体
と
一
体
と

な
っ
て
、
魅
力
あ
る
商
店
街
づ
く
り

な
ど
商
業
の
活
性
化
に
努
め
ま
す
。 

　
観
光
振
興
で
は
、
地
域
の
特
性
を

活
か
し
た
各
種
イ
ベ
ン
ト
、
観
光
Ｐ

Ｒ
活
動
、
自
然
体
験
型
観
光
の
企
画

な
ど
を
各
関
係
機
関
と
連
携
し
て
進

め
ま
す
。 

【
交
通
通
信
体
系
の
整
備
、
情
報
化

及
び
地
域
間
交
流
の
促
進
】 

　
市
民
生
活
に
密
着
し
た
道
路
・
橋

梁
は
、
計
画
的
な
整
備
を
進
め
る
と

と
も
に
、
防
災
や
景
観
に
も
配
慮
し

た
機
能
的
で
利
便
性
の
高
い
路
線
と

し
て
い
き
ま
す
。 

　
姉
妹
都
市
、
友
好
都
市
と
の
交
流

を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、
生
活
習
慣
や

文
化
・
風
土
の
異
な
る
国
や
地
域
と

の
交
流
を
進
め
ま
す
。 

【
生
活
環
境
の
整
備
】 

　
安
全
で
良
質
な
水
を
将
来
に
わ
た

っ
て
安
定
供
給
す
る
た
め
、
水
道
施

設
に
つ
い
て
、
老
朽
化
の
状
況
や
耐

震
性
、
災
害
時
へ
の
対
応
、
未
普
及

区
域
の
解
消
等
を
図
る
た
め
、
計
画

的
に
整
備
を
進
め
ま
す
。 

　
廃
棄
物
対
策
に
つ
い
て
は
、
市

民
、
事
業
者
、
行
政
が
協
働
し
、
現

行
の
分
別
・
減
量
化
・
資
源
化
を
推

進
し
、
さ
ら
に
３
Ｒ
（
リ
デ
ュ
ー
ス

＝
発
生
抑
制
、
リ
ユ
ー
ス
＝
再
使
用
、

リ
サ
イ
ク
ル
＝
再
生
使
用
）
運
動
を

促
進
し
総
合
的
な
ご
み
対
策
を
進
め

ま
す
。 

 

■過疎地域自立促進市町村計画 

【
財
政
上
の
特
例
】 

　
過
疎
地
域
の
指
定
を
受
け
た
市

町
村
が
過
疎
計
画
に
基
づ
き
行
う

事
業
に
つ
い
て
は
、
「
過
疎
対
策

事
業
債
」
を
そ
の
事
業
の
財
源
と

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

《
過
疎
対
策
事
業
債
》
　 

①
事
業
費
の
95
％
を
過
疎
債
で 

　
充
当
で
き
ま
す
。
　 

②
元
利
償
還
額
の
70
％
が
交
付
税

　
に
算
入
さ
れ
、
市
町
村
の
財
源

　
と
な
り
ま
す
。 

 

　
名
寄
市
は
本
年
３
月
27
日
の
合
併
と
同
時
に
、
あ
ら
た
め
て

過
疎
地
域
市
町
村
と
し
て
公
示
さ
れ
ま
し
た
。 

　
過
疎
地
域
市
町
村
は
、
過
疎
か
ら
自
立
・
脱
却
す
る
た
め
の

「
過
疎
地
域
自
立
促
進
市
町
村
計
画
」
（
平
成
17
年
度
〜
平
成

21
年
度
の
５
ヵ
年
間
）
を
策
定
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に
取
り

組
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。
合
併
に
よ
り
旧
風
連
町
と
旧
名
寄
市

の
計
画
を
基
本
に
、
新
た
に
過
疎
地
域
自
立
促
進
市
町
村
計
画

を
策
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
回
、
市
議
会
の
議
決
を

経
て
「
名
寄
市
過
疎
地
域
自
立
促
進
市
町
村
計
画
」
を
策
定
し

ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

ー
名
寄
市
過
疎
地
域
自
立
促
進
市
町
村
計
画
ー 

道営経営体育成基盤整備事業 
道営畑地帯総合整備事業 
市有林造林事業 
複合交流施設整備事業 
 
 
中心市街地活性化事業　風連地区 
 
 
ピヤシリスキー場整備事業 
道の駅整備事業 
19線道路整備事業 
東風連線智烈布橋橋りょう整備 
農道整備特別対策事業（大沢線） 
姉妹都市・友好都市交流事業 
上水道第２期拡張事業 
公共下水道事業 
塵芥収集車両等整備事業 
 
 
消防団総合整備事業 
 
 
公営住宅等整備事業 
市立総合病院施設整備事業 
風連中学校（中央小）校舎・屋体改築 

北海道 
北海道 
名寄市 
名寄市・TMO 
名寄市・再開発 
組合 
名寄市 
名寄市 
名寄市 
名寄市 
名寄市 
名寄市 
名寄市 
名寄市 
名寄市 
上川北部消防 
事務組合 
名寄市 
名寄市 
名寄市 

529,057 
110,477 
171,070 
1,000,000 

 
822,880 

 
 

132,540 
328,755 
155,500 
219,680 
81,894 
23,467 

1,579,620 
3,084,005 
58,500 

 
200,2000 

 
 

2,013,909 
329,500 
1,541,000

★農業用用排水、暗きょ水など 
★暗きょ排水、農業用排水施設など 
　植林、下刈、除間伐など 
★実施設計、施設整備 
 
 
★多目的ホール整備など 
 
 
★圧雪車更新、リフト施設補修など 
★道の駅整備 
★改良 L＝540m、舗装 L＝700m 
★L＝400m 
★舗装改良 
　杉並区、鶴岡市との都市交流 
　浄水・配水施設工事など 
★整備面積18ha、処理場機器更新など 
　塵芥収集車、パトロールなど 
 
 
★消防団拠点施設、訓練塔建設 
 
 
　北斗・新北斗団地、西町団地建替 
　救急救命センター設置など 
　設計、本工事、グラウンド整備 
　★は過疎債適用（予定）事業 

過疎地域自立促進市町村計画の主な事業 
事　　業　　名 事業主体 概算事業費 備　　　　　考 

（単位：千円） 



【
高
齢
者
等
の
保
健
及
び 

福
祉
の
向
上
及
び
増
進
】 

　
高
齢
者
が
可
能
な
限
り
住
み
慣
れ

た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る

こ
と
が
出
来
る
よ
う
在
宅
福
祉
サ
ー

ビ
ス
を
充
実
す
る
と
と
も
に
、
在
宅

で
の
生
活
が
困
難
な
場
合
に
は
、
適

切
な
施
設
が
利
用
で
き
る
よ
う
施
設

整
備
を
図
り
ま
す
。 

　
子
ど
も
が
心
身
と
も
に
健
や
か
に

成
長
で
き
る
よ
う
、
保
育
環
境
の
整

備
を
は
じ
め
、
子
ど
も
を
取
り
巻
く

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
の
早
期
解
決
に

向
け
て
、
相
談
・
指
導
体
制
の
充
実

を
図
る
な
ど
、
総
合
的
か
つ
計
画
的

な
児
童
福
祉
の
推
進
に
努
め
ま
す
。 

【
医
療
の
確
保
】 

　
市
民
を
は
じ
め
と
す
る
圏
域
住
民

が
、
い
つ
で
も
、
最
良
の
医
療
を
直

ち
に
受
け
ら
れ
る
こ
と
を
願
い
「
安 

                

心
し
て
暮
ら
せ
る
医
療
供
給
体
制
」

の
構
築
を
め
ざ
し
ま
す
。 

【
教
育
の
振
興
】 

　
学
校
教
育
に
つ
い
て
は
、
地
域
に

根
ざ
し
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
を
め

ざ
し
て
、
教
育
課
程
の
効
果
的
な
編

成
・
実
施
と
児
童
生
徒
に
個
々
に
対

す
る
適
切
な
評
価
に
努
め
ま
す
。 

　
学
校
教
育
施
設
、社
会
教
育
施
設
、

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
は
じ
め
と

す
る
生
涯
学
習
関
連
施
設
の
整
備
充

実
を
図
り
ま
す
。 

【
地
域
文
化
の
振
興
等
】 

　
地
域
の
歴
史
や
風
土
に
根
ざ
し
た

市
民
文
化
の
創
造
と
芸
術
・
文
化
活

動
の
振
興
を
図
り
ま
す
。
地
域
の
芸

術
・
文
化
活
動
の
担
い
手
で
あ
る
文

化
団
体
等
の
育
成
に
努
め
、
そ
の
自

主
的
な
諸
活
動
に
対
し
て
支
援
し
ま

す
。 

【
集
落
の
整
備
】 

　
集
落
に
お
け
る
活
動
の
基
本
で
あ

る
町
内
会
活
動
に
対
し
、
町
内
会
連

合
会
と
協
力
し
て
積
極
的
に
支
援
し

て
い
き
ま
す
。 

【
そ
の
他
地
域
の
自
立
促
進
に
関
し

必
要
な
事
項
】 

「
東
京
な
よ
ろ
会
」「
札
幌
風
連
会
」

な
ど
の
「
ふ
る
さ
と
会
」
の
活
動
を

積
極
的
に
支
援
し
ま
す
。 

「
な
よ
ろ
健
康
の
森
」
「
ふ
う
れ
ん

望
湖
台
自
然
公
園
」な
ど
を
活
用
し
、

交
流
人
口
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。
ま

た
、
大
学
を
中
心
と
し
た
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
ま
す
。 

 

　
　
　
　
　
　
旧
名
寄
市
に
お
い

　
　
　
　
　
て
、
冬
に
親
し
み
冬

　
　
　
　
　
を
楽
し
く
暮
ら
す
こ

　
　
　
　
　
と
を
目
的
に
、
日
本

　
　
　
　
　
で
も
類
を
見
な
い
ユ

　
　
　
　
　
ニ
ー
ク
な
条
例
と
し

　
　
　
　
　
て
「
名
寄
の
冬
を
楽

　
　
　
　
　
し
く
暮
ら
す
条
例
」

　
　
　
　
　
が
制
定
さ
れ
、
名
寄

　
　
　
　
　
市
利
雪
親
雪
推
進
市

　
　
　
　
　
民
委
員
会
を
先
頭
に

　
　
　
　
　
市
民
が
一
体
と
な
っ

　
　
　
　
　
て
様
々
な
利
雪
・
親

　
　
　
　
　
雪
事
業
が
行
わ
れ
て

　
　
　
　
　
き
ま
し
た
。 

　
　
　
　
　
　
新
「
名
寄
市
」
誕

　
　
　
　
　
生
に
伴
い
、
本
条
例

　
　
　
　
　
が
失
効
し
た
た
め
、

　
　
　
　
　
市
民
代
表
の
検
討
委

員
会
を
設
置
し
、
新
市
で
の
利
雪

親
雪
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
を

行
い
ま
し
た
。 

　
新
条
例
は
、
旧
条
例
の
理
念
を

継
承
し
つ
つ
、
新
し
い
時
代
に
適

し
た
条
例
内
容
を
整
理
し
、
市
民

と
行
政
の
冬
に
対
す
る
責
務
並
び

に
利
雪
親
雪
推
進
市
民
委
員
会
の

任
務
を
明
確
に
示
し
ま
し
た
。 

　
名
寄
の
冬
を
も
っ
と
楽
し
く
、

よ
り
快
適
に
暮
ら
す
た
め
に
も
市

民
の
皆
様
方
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。 

●
問
い
合
わ
せ  

市
役
所
名
寄
庁

　
舎
３
階
地
域
振
興
課 

　
電
話
０
１
６
５
４
③
２
１
１
１ 

　
内
線
３
３
１
１
・
３
３
１
２ 

■過疎地域自立促進市町村計画・名寄の冬を楽しく暮らす条例 

名寄の冬を楽しく暮らす条例が 
新たに制定されました 

　名寄の冬を楽しく暮らす条例 
（前文）氷点下３０度のしばれ、青空に映えてきらきら輝く樹氷、厳寒の
朝夕に姿を現すサンピラー、このような自然環境の中で、私たち名寄市民
は真っ白い雪像がならぶ街並みをつくるなど、北国特有の生活と文化を創
りだしてきました。 
  しかし、雪や寒さとの付き合いは、いまだ必ずしも十分とはいえません。
私たちは「名寄の冬をもっと楽しく、より快適に暮らすこと」を願ってい
ます。 
　私たちは、一人ひとりの創意と工夫、責任と役割により、雪が多く寒い
気候・風土に適した、名寄らしい魅力のある生活環境と文化の創造に努め、
より快適で楽しく暮らせるまちづくりをすすめるために、この条例を制定
します。 
（目的） 
第１条　この条例は、市と市民が互いに協力し、一体となって冬に強いま
　ちづくりをすすめ、快適な市民生活と、雪や寒さを活かして、冬の生活
　をより暮らしやすく、楽しいものにすることを目的とします。 
（市の責務） 
第２条　市は、この条例の目的を達成するため、庁内組織を設置し、次の
　項目について取り組みます。 
（１） 冬の快適な生活空間の確保に努めます。  
（２） 冬に強い住宅の普及に努めます。  
（３） 北国の冬を楽しく、暖かくすごす衣生活の普及に努めます。  
（４） 冬の環境を活かした豊かで楽しい食文化の普及に努めます。  
（５） スキー、カーリング等の冬のスポーツ及びレクリエーション、それ
　に関わるイベントの振興を図ります。  
（６） 名寄らしい冬の生活文化の創造に努めます。  
（７） 雪や寒さを活かした産業の振興を図ります。  
２　市は、前項の実施にあたり高齢者や障害者などに配慮するとともに、
　市民が自主的に実施する雪と寒さ対策について適切な支援と調整を行い
　ます。 

（市民の役割） 
第３条　市民は、冬に親しみ、冬を楽しむ暮らしづくりと快適な冬の生活
　環境づくりのため、創意と意欲をもって、次の項目について積極的に取
　り組みます。 
（１） 冬の生活空間の確保のため、除・排雪に協力するよう努めます。
（２）雪処理、落雪等に対しては、互助協力の意識をもって、北国の生活
　　マナーを守ります。 
（３）北国の冬にふさわしい暖かく、楽しい装いに創意工夫します。   
（４）冬の環境を活かし、豊かな地場産物を利用した北国の食文化づくり
　　をすすめます。 
（５）冬の生活が快適になる住まいづくりをすすめます。 
（６）冬の生活をいきいきと過ごすため、スキー、カーリング等の冬のス
　　ポーツ活動に参加します。 
（７）冬の生活が楽しいものとなるようアウトドア行事をはじめ、冬のレ
　　クリエーション、イベントなどを創意工夫し、参加します。 
（８）冬の自然環境を活かした芸術文化活動をすすめます。               
（利雪親雪推進市民委員会） 
第４条　この条例を積極的に推進するために、名寄市利雪親雪推進市民委
　　員会（以下「市民委員会」という。）を置き、市民委員会は次の項目
　　の提言等に取り組みます。 
（１）雪と寒さに強いまちづくりの推進に関すること。 
（２）雪と寒さに親しむ暮らしづくりの推進に関すること。 
（３）その他必要と認められる事項に関すること。 
（推賞） 
第５条　市は、市民や団体が他の模範となる利雪、親雪に関わる活動に対し、市
　　民委員会に諮って「名寄市ホワイトマスター」の称を贈り、推賞します。 
（委任事項） 
第６条　この条例の施行に関し、必要な事項は、市長が別に定めます。 
         附　則  
　この条例は、公布の日から施行します。 

３　平成18年10月号 

上空から望む日進健康の森周辺と市街地 



実施計画

■協働のまちづくり、名寄市総合計画 

広報なよろ第７号　４ 

○
総
合
計
画
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は 

〒
０
９
６
ー
８
６
８
６
　
名
寄
市
大
通
南
１
丁
目 

市
役
所
名
寄
庁
舎
３
階
企
画
振
興
室
企
画
課 

電
　
話
　
０
１
６
５
４
③
２
１
１
１
内
線
３
３
０
６ 

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
１
６
５
４
②
５
６
４
４ 

E-m
ail　

nayoro@
city.nayoro.lg.jp

協
働
の 

　
　
ま
ち
づ
く
り 

新
名
寄
市
総
合
計
画 

第
１
回
名
寄
市
総
合
計
画
策
定
審
議
会
を
開
催 

■動き出した策定審議会
 

　
「
新
名
寄
市
総
合
計
画
」
の
策
定
に

向
け
て
、
第
１
回
総
合
計
画
策
定
審
議

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
16
人
の
公
募
委
員
と
、
各
種
団
体
等

か
ら
の
推
せ
ん
が
あ
っ
た
１
０
０
人
の

委
員
の
皆
さ
ん
の
内
訳
は
、
学
識
経
験

者
32
人
、
各
種
団
体
の
代
表
者
52
人
、

公
募
16
人
で
、男
女
別
で
は
男
性
71
人
、

女
性
29
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

年
齢
階
層
別
で
は
、
20
歳
代
が
４
人
、

30
歳
代
11
人
、
40
歳
代
24
人
、
50
歳
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
31
人
、
60
歳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
代
22
人
、
70

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
歳
代
８
人
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
構
成
で
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
委
員
の
皆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ん
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
答
申
終
了
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
の
期
間
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
総
合
計
画
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
策
定
に
参
画

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
て
い
た
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
ま
す
。 

　
９
月
６
日
午
後
６
時
30
分
か
ら
名
寄

市
立
大
学
の
新
館
２
階
中
講
義
室
で
審

議
委
員
77
人
、
特
別
委
員
（
名
寄
市
立

大
学
教
員
）
５
人
が
出
席
し
て
開
か
れ

た
同
審
議
会
で
は
、
開
会
に
続
い
て
、

審
議
会
委
員
代
表
の
熊
谷
洋
さ
ん
と
特

別
委
員
代
表
の
寺
山
和
幸
さ
ん
に
委
嘱

状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。 

　
市
長
か
ら
は
、
極
め
て
短
期
間
の
策

定
作
業
と
な
る
が
、
市
民
参
画
と
協
働

の
必
要
性
か
ら
も
新
市
建
設
計
画
を
踏

ま
え
た
総
合
計
画
づ
く
り
に
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
と
あ
い
さ
つ

が
あ
り
ま
し
た
。 

　
同
審
議
会
の
会
長
・
副
会
長
の
選
出

で
は
、
会
長
に
藤
田
健
慈
委
員
が
、
副

会
長
に
北
出
尚
子
委
員
と
種
田
芳
雄
委

員
が
選
出
さ
れ
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

さ
っ
そ
く
会
長
、
副
会
長
か
ら
就
任
あ

い
さ
つ
が
行
わ
れ
た
後
、
市
長
か
ら
藤

田
会
長
に
対
し
「
新
名
寄
市
総
合
計
画

（
第
１
次
）
の
策
定
に
つ
い
て
」
諮
問

書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。 

 

■
ま
ち
づ
く
り
講
演
会 

　
総
合
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
、「
ま

ち
ぢ
か
ら
の
発
見
〜
地
域
が
発
信
す
る

判
断
と
決
断
〜
」
と
題
し
て
、
講
師
に

旭
川
大
学
大
学
院
教
授
の
磯
田
憲
一
氏

（
元
北
海
道
副
知
事
）
を
迎
え
て
講
演

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

■
策
定
審
議
会
の
議
事 

　
同
審
議
会
の
議
事
で
は
、
専
門
部
会

の
設
置
に
つ
い
て
、
条
例
の
規
定
に
よ

り
総
務
部
会
・
市
民
生
活
環
境
部
会
・
保

健
医
療
福
祉
部
会
・
教
育
文
化
ス
ポ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ツ
部
会
・
産

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
業
経
済
部
会
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
都
市
基
盤
整

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
備
部
の
６
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
を
設
置
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
こ
と
が
承

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
認
さ
れ
、
原

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
案
の
と
お
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
可
決
さ
れ
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
た
。
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
た
、
専

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
門
部
会
所
属

委
員
の
指
名
に
つ
い
て
、
条
例
の
規
定

に
よ
り
承
認
さ
れ
、
提
案
の
と
お
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。 

　
最
後
に
、
新
名
寄
市
総
合
計
画
（
第

１
次
）
策
定
の
方
針
に
つ
い
て
ス
ラ
イ

ド
を
使
っ
た
説
明
が
行
わ
れ
、
次
回
審

議
会
の
開
催
予
定
に
つ
い
て
報
告
が
さ

れ
ま
し
た
。 

■
第
１
回
専
門
部
会 

　
審
議
会
終
了
後
、
会
場
を
恵
陵
館
３

階
に
移
動
し
て
開
催
さ
れ
た
第
１
回
の

各
専
門
部
会
は
、
市
民
生
活
環
境
部
会

・
保
健
医
療
福
祉
部
会
・
教
育
文
化
ス

ポ
ー
ツ
部
会
・
産
業
経
済
部
会
・
都
市

基
盤
整
備
部
の
５
部
会
に
分
か
れ
て
行

わ
れ
ま
し
た
。 

　
議
事
で
は
、
各
専
門
部
会
の
部
会
長

１
人
、
副
部
会
長
２
人
を
選
出
し
た
ほ

か
、
新
名
寄
市
総
合
計
画
（
第
１
次
）

策
定
の
方
針
に
つ
い
て
、
各
専
門
部
会

に
お
け
る
審
議
内
容
と
新
市
建
設
計
画

や
新
市
将
来
構
想
と
の
関
連
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
説
明
が
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
し
た
。 

    

 

５部会に分かれた専門部会 

好評だったまちづくり講演会 好評だったまちづくり講演会 

藤田会長に諮問書を手渡す 



実施計画

■協働のまちづくり、名寄市総合計画 ホームページを活用した
情報公開と情報提供

   

　
市
民
が
主
体
的
に
総
合
計
画
策
定
に

参
画
し
、
積
極
的
か
つ
建
設
的
な
議
論

を
重
ね
、
基
本
構
想
・
基
本
計
画
の
策

定
を
目
指
す
た
め
に
、
計
画
策
定
の
過

程
を
情
報
公
開
し
ま
す
。 

　
あ
わ
せ
て
広
く
市
民
意
見
の
収
集
及

び
反
映
を
図
り
、
市
民
の
幅
広
い
関
心

と
参
加
に
よ
り
協
働
の
計
画
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用

し
た
情
報
公
開
と
情
報
提
供
を
行
い
ま

す
。 

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
公
開
と
対
話
そ

し
て
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

に
よ
っ
て
、
合
併
に
よ
る
２
市
町
の
速

や
か
な
一
体
化
を
促
進
し
、
住
民
力
を 

 

結
集
し
市
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
内
容
と
し

ま
す
。 

　
こ
れ
ま
で
に
策
定
さ
れ
た
旧
名
寄
市

と
旧
風
連
町
の
総
合
計
画
の
概
要
を
は

じ
め
と
し
て
、
１
０
０
人
で
構
成
さ
れ

る
総
合
計
画
策
定
審
議
会
・
同
専
門
部

会
の
内
容
や
提
供
資
料
。
今
後
の
ま
ち

づ
く
り
に
対
す
る
皆
さ
ま
の
ご
意
見
や

ご
意
向
を
お
伺
い
す
る
た
め
に
行
う
地

域
懇
談
会
な
ど
で
の
提
供
資
料
「
市
民

と
協
働
で
総
合
計
画
を
考
え
る
た
め
の

検
討
資
料
」
と
懇
談
会
の
内
容
。 

　
ま
た
、
計
画
づ
く
り
の
基
礎
資
料
と

す
る
た
め
に
広
報
で
募
集
し
た
市
民
意

見
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
な
ど
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。 

　
炭
化
ご
み
用
の
６
リ
ッ
ト
ル
と
12
リ

ッ
ト
ル
の
２
種
類
の
ご
み
袋
を
黄
色
に

統
一
（
旧
名
寄
市
の
茶
色
の
袋
が
黄
色

の
袋
に
変
更
）
し
ま
し
た
。
た
だ
し
、

指
定
ご
み
袋
販
売
店
で
は
、
在
庫
分
を

引
き
続
き
販
売
し
、
在
庫
が
な
く
な
り

次
第
新
し
い
指
定
ご
み
袋
に
切
り
替
え

る
予
定
で
す
。
お
手
元
の
旧
両
市
町
の

指
定
袋
は
、
そ
の
ま
ま
使
え
ま
す
。  

　
ま
た
、
「
炭
化
ご
み
」
用
指
定
袋
の

６
リ
ッ
ト
ル
と
12
リ
ッ
ト
ル
に
は
、

「
生
ご
み
」
と
「
そ
の
他
の
炭
化
対
象

ご
み
」
を
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ピ
ン
ク
の
袋
に
は
、
従
来
ど
お
り
「
生

ご
み
」
を
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。 

 

　
●
ご
み
出
し
マ
メ
辞
典
● 

 

問
　
砕
い
た
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
は
？ 

答
　
砕
く
と
溶
解
処
理
の
と
き
、
取
扱

が
大
変
な
の
で
、
原
型
の
ま
ま
で
回
収

し
ま
す
。
出
し
方
は
、
そ
の
他
の
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
回
収
日
、
ま
た
は
直
接
リ
サ

イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
か
風
連
地
区
の
リ
サ

イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
搬
出
し
て
く

だ
さ
い
。 

問
　
ノ
ー
ト
は
、
ど
の
区
分
？ 

答
　
雑
誌
・
本
の
区
分
で
出
し
て
く
だ

さ
い
。
こ
の
区
分
は
、
厚
紙
、
背
表
紙

が
の
り
付
け
の
冊
子
も
含
ま
れ
て
い
ま

す
。 

 

 

■
市
指
定
ご
み
袋
が
変
更
さ
れ
ま
し
た 

　
炭
化
ご
み
用
が
黄
色
に
な
り
ま
す 

５　平成18年10月号 

和寒町 

南瓜の里わっさむ 
第９回パンプキンフェスティバル 
 

　かぼちゃの作付面積日本一の和寒町に

おいて、午前10時から丹精込めて育てた

ジャンボかぼちゃの展示や重量当てクイ

ズ、かぼちゃの料理コンテスト、かぼち

ゃ汁の無料提供など、まさにかぼちゃづ

くしのイベントとなっていますので、ぜ

ひご家族皆さんでお越しください。 

　と　き　10月８日（日） 

　ところ　和寒町公民館「恵み野ホール」

　　　　　周辺 

　問い合わせ　パンプキンフェスティバ

　　　　　　　ル実行委員会（ＪＡ北ひ

　　　　　　　びき和寒支所総務課） 

　　　　　　　　0165-32-2441

新名寄市総合計画ホームページを開設 
http://www.city.nayoro.lg.jp/



子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
検
診
の
お
知
ら
せ 

　
名
寄
地
区
で
行
う
今
年
度
の
子
宮
が
ん
・

乳
が
ん
検
診
は
、
左
記
の
日
程
が
最
後
と
な

り
ま
す
。
今
年
度
ま
だ
受
け
て
い
な
い
方
は
、

ぜ
ひ
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。 

                  

※
次
に
該
当
す
る
方
は
、
無
料
で
検
診
が
受

け
ら
れ
ま
す
。 

①
各
検
診
対
象
年
齢
の
名
寄
市
国
民
健
康
保

険
被
保
険
者 

②
検
診
当
日
70
歳
以
上
に
達
し
て
い
る
方 

③
社
会
保
険
加
入
者
で
前
年
度
、
市
民
税
非

課
税
世
帯
に
属
す
る
方
（
事
前
に
手
続
き
が

必
要
で
す
） 

④
現
在
、
生
活
保
護
世
帯
に
属
す
る
方 

↓
た
だ
し
、
②
〜
④
は
子
宮
が
ん
検
診
の
エ

コ
ー
検
査
料
５
０
０
円
は
自
己
負
担
で
す
。 

※
今
年
度
か
ら
１
年
お
き
と
な
っ
た
た
め
、

昨
年
、
市
の
検
診
を
受
け
ら
れ
た
方
は
、
対

象
外
と
な
り
ま
す
。 

※
名
寄
市
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
は
乳
が

ん
は
30
歳
以
上
が
対
象
で
す
。 

※
定
員
に
達
し
た
場
合
、
締
め
切
ら
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。 

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】 

　
保
健
セ
ン
タ
ー 

　
　
０
１
６
５
４
②
１
４
８
６ 

  

広報なよろ第７号　６ 

10月の休日当番医
急患に限ります 

　  1日　市立総合病院 
　　　　　01654③3101 
　  8日　吉田病院 
　　　　　01654③3381 
　  9日　あかいし内科医院 
　　　　　01654③7177 
　15日　名寄中央整形外科 
　　　　　01654③2006 
　22日　名寄三愛病院 
　　　　　01654③3911 
　29日　中村整形外科 
　　　　　01654③2881 
11月3日 市立総合病院 
　　　　　01654③3101 
　　5日 岡崎内科 
　　　　　01654③2361

救急医療情報案内フリーダイヤル 
　0120-208-699

ところ と　き 受付時間 

保健センター 10月16日（月） 

智恵文支所 11月６日（月） 

9:00～9:30、10:00～10:30、 

12:30～13:00、13:30～14:00 

※11月６日は午前のみ実施 

＜日　　程＞ 

＜検診料金及び対象＞ 
対　象 項　目 料　　金 

20歳以上 子宮がん検診 

40歳以上 乳がん検診 

1,900円（1年おき） 

1,800円（1年おき） 

今回のテーマは 
閉塞性動脈硬化症の 
治療法です 

　閉塞性動脈硬化症の治療についてお話しします。
病因は動脈硬化ですから、動脈硬化の促進因子（高
血圧、高脂血症、糖尿病、肥満、喫煙）の制御が大
前提です。特に禁煙は絶対に必要であり、禁煙しな
ければ病気が進行し、どんな治療をしても効果がな
いことがよく知られています。 
　どのような治療法があるかというと、①薬物治療
②運動療法③カテーテル治療④手術治療（おもにバ
イパス手術）⑤再生医療（高度先端医療）などです。 
　それぞれについて簡単に説明します。①薬物治療：
血管を拡げる、血小板の作用を抑制する、血栓をつ
くりにくくする、などの薬を使用しますが、閉塞し
た血管をもとに戻せるわけではありません。②運動
療法：医師の監視下に一定のプランに沿って運動を
行う方法ですが、血流が低下している患者さんにとっ
ては大変なことで、普及しないのが現状です。③カ
テーテル治療：風船付きのカテーテルで拡げたり、
ステントという筒を留置する方法です。手術に比べ
るとからだにやさしい方法ですが、部位や血管径に

よっては再発率が高いことが難点です。④手術治療：
おもに人工血管や大伏在静脈によるバイパス手術で
す。最も効果的な方法といえますが、全身動脈硬化
を併存しているこの病気の患者さんは、麻酔や出血
など手術におけるリスクを伴います。十分な心臓、
腎臓などの評価が必須です。⑤再生治療・遺伝子治
療：まだ一般には認められていない治験段階で、一
部の大学で研究されています。 
　実際には、患者さんの年齢と症状、全身のリスク
（心機能、虚血性心疾患、腎機能など）によって決
定されます。詳しくは血管外科専門医に相談くださ
い。重要なことは、閉塞性動脈硬化症は全身の動脈
硬化症の一部分症であり、決して単純な手足の病気
ではないということです。生活習慣の改善が必須、
特にタバコは命取りであることをお忘れなく。 
　 

【市立総合病院　副院長　和泉裕一】 
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  3日（火）　ちびっこひろば 

  4日（水）　ポリオ 

  5日（木）　４ヵ月健診・ＢＣＧ 

10日（火）　ちびっこひろば 

11日（水）　発育相談 

12日（木）　７ヵ月健診 

13日（金）　親子ふれあいひろば 

16日（月）　股関節脱臼検診 

17日（火）　ちびっこひろば 

19日（木）　ポリオ 

24日（火）　ちびっこひろば 

25日（水）　３歳児健診 

26日（火）　１歳６ヵ月児健診 

27日（金）　親子ふれあいひろば 

30日（月）　ポリオ　 

31日（火）　子育て教室 

 

※詳しくは母子健康カレンダーを 

　ご覧ください。 

子育て保健 
ミニカレンダー 

10月 

子育て支援センターで 
育児の輪を広げましょう！ 

「さくらんぼ」　開設：月～金曜日 
　01654②5683（東５南３　東保育所内） 

「ちゅうりっぷ」　開設：月～金曜日 
※火・木曜日は女性児童センターで実施し 
　ます。 
　01654②3361（西２南２　中央保育所内） 

「こぐま」　開設：月・木曜日 
　01655③2378（風連町西町　風連さくら 
保育園内） 

■と　き　10月12日（木）・19日（木）・26日（木）・ 
　　　　　30日（月） 
　　　　　9:30～11:15 
■ところ　総合福祉センター 
■内　容　フォークダンス・民謡踊り・自きょう術 
■持ち物　上靴 
■申し込み　当日会場で受け付けます。 
■問い合わせ　名寄庁舎２階 
　　　　　　　高齢福祉課高齢福祉係　　　　　　 
　　　　　　　　01654③2111　内線3231

健康づくり体操教室のお知らせ 

高齢者インフルエンザワクチンと新事業で肺炎球菌ワクチン 
の接種料金を一部助成します 
高齢者インフルエンザワクチンと新事業で肺炎球菌ワクチン 
の接種料金を一部助成します 

インフルエンザワクチン 肺炎球菌ワクチン（新事業） 

インフルエンザの流行・重症化の 
予防 

目的 
肺炎球菌による肺炎の発症・重症 
化の予防 

対象者 

①65歳以上の希望者 
②60歳以上65歳未満で、心臓・腎 
　臓もしくは呼吸器の機能不全、 
　ヒト免疫ウイルスによる免疫の 
　機能に一定の障害を有する希望 
　者 
※希望者は指定医療機関で接種を 
　受けてください。 

65歳以上の希望者 
※接種は生涯１回限りで、再接種 
　はできません。接種希望者は、 
　「肺炎球菌ワクチン予防接種券」 
　を持参し、指定医療機関で接種 
　を受けてください。接種券の発 
　行は、下記までお問い合わせく 
　ださい。 

助成額 

自己負担金 

助成期間 

1,000円 
（生活保護受給者は全額助成） 

3,500円 
（生活保護受給者は全額助成） 

2,000～2,150円 3,500円 

平成18年10月１日～平成19年３月 
末日 
※接種開始日は医療機関により異 
なります。 

平成18年10月１日から通年の接種 
が可能です。 

※市内に住民票があり、下記の指定医療機関で接種できる方に限ります。（保険証を持 
　参してください。） 
※両方のワクチンを接種する場合は、１週間以上の間隔をあけて接種してください。 

指定医療機関 

・市立総合病院 
・名寄東病院 
・風連国民健康保険診療所 
・名寄三愛病院 
・片平外科・脳神経外科 
・吉田病院 
・名寄中央整形外科 
・岡崎内科 
・あかいし内科 
・たに内科クリニック 

01654③3101 
01654③2188 
01655③2545 
01654③3911 
01654③3375 
01654③3381 
01654③2006 
01654③2361 
01654③7177 
01654③1223

－ お問い合わせ － 
・保健センター　　01654②1486　・風連庁舎保健係　　01655③2511
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8/26-27 
「東京高円寺阿波おどり大会」に参加 
新たな友好の絆を深める 

　友好交流都市の東京都杉並区で開催された「東

京高円寺阿波おどり大会」に名寄市から訪問団が

派遣され、阿波おどりを通して交流を深めました。 

　50回の節目を迎えたこの大会は、西は徳島、東

は高円寺と本場徳島に劣らず全国的にも知られ、

２日間で踊り手１万２千人、観客120万人を動員

する大イベントです。 

　名寄市からは旧風連町時代から数え15回目の参

加となり、小室副市長を団長に田中市議会議長ほか、

名寄地区からの参加者も含めて32人が参加し、旧

風連町から引き継いだ友好の絆をさらに深め、杉

並区民の皆さんに新「名寄市」をアピールしました。 

　また、東京なよろ会からの激励も受け、参加者

は沿道の皆さんからの声援と合わせ感激いっぱい

の様子でした。 

8/27 
第28回なよろ産業まつり 
多くの来場者で賑わう 

　新名寄市誕生記念第28回なよろ産業まつりが、

なよろ健康の森で行われ、市内外から大勢の人々

が会場を訪れました。 

　晴天が広がる中、会場には、新鮮な野菜など

の販売、乳しぼり体験コーナー、トラクター馬

車など多彩な催しが行われました。 

　今年は、もち米作付面積日本一を記念して、

１俵（60キログラム）のもち米を使ったもちつ

きが行われました。直径3.2メートルの石臼に

広がったもち米を、まずは子どもたちが小さな

杵を使って突き、その後フォークリフトで直径

40センチメートルの丸太を杵として吊り上げ、

来場者の「よいしょー！」の掛け声に合わせて

突き上げました。 

　また、３人１組で100キログラムの牧草ロー

ルを50メートル転がすタイムレース「牧草ロー

ル転がしレース」には20チームが参加。３人で

力を合わせ、ゴールを目指す姿に会場からは拍

手や歓声が上がっていました。 
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9/6 
ランプシェード作り講習会 

9/14 
ピヤシリ大学体育祭 
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9/1 
緊急放送システムを整備 
災害時に備えて 

　ピヤシリ大学（学長・藤原忠教育長）の第27

回体育祭が、浅江島公園多目的広場で行われ、

学生108人が参加しました。 

　この日は、絶好の運動会日和。赤組・白組に

分かれた学生たちは、風船割りの「ケツ圧は大

丈夫？」などの個人競技３種目、グランドゴル

フリレーの「いくつ叩くの!?」などの団体５種

目で白熱した競技を繰り広げ、その後は盆踊り

を楽しみました。 

　同大名物の「長靴飛ばし」では、選手が靴を

飛ばす度に笑い声や歓声が起こるなど、会場は

和やかな雰囲気に包まれていました。 

９　平成18年10月号 

ま ち の 話 題 



－展示作品・芸能出演者を募集します－ 
　市民であればどなたでも参加できます。 

　市民文化センター・市役所名寄庁舎１階市民課・智恵

文公民館にある申込用紙に記入のうえ、市民文化センター

にお申し込みください。（郵送・ファックス可） 

　なお、申込の詳細については市民文化センターにお問

い合わせください。 

■申込期限　10月10日（火） 

【芸能部門】 

　・と　き　11月３日（金・祝）　9:30から 

　・ところ　市民会館大ホール 

　・内　容　邦楽・洋楽・詩吟・合唱・演劇・舞踊・その他） 

【展示部門】 

　・と　き　11月３日（金・祝）～５日（日） 

　・ところ　市民文化センター 

　○文芸作品（出品点数１人１点） 

　　詩・随筆・創作・短歌・俳句・川柳等 

　○美術工芸作品（出品点数１人１点） 

　　絵画：日本画・油彩・水彩・版画等（額装） 

　　工芸：木工・木彫・陶芸・革工芸等 

　　書道：原則、画仙紙半切り（表装・仮巻） 

　　写真：白黒は四つ切り、カラーはキャビネ判四つ切 

　　　　　りまで（撮影データ記） 

第49回市民文化祭 

子育て・親育て　子供たちに伝えたい命・性 
－あなたがとても大切な存在だということ－ 
　「性は命にかかわるとても大切で特別なこと」一緒に

考えてみませんか？ 

■と　き　10月28日（土）　13:00～15:00 

■ところ　市民文化センター多目的ホール 

■内　容　・講演 

　　　　　　川村光弘氏（産婦人科医・市立総合病院診 

　　　　　　療部長） 

　　　　　・パネルディスカッション 

■主　催　子育て・親育ての会 

■託児申し込み・問い合わせ　　01654③2350（吉田） 

ジャックの豆事業 

■月面　１日～９日　■星雲・星団　11日～26日 

※10月14日(土)・15日(日)、天文台は都合により休館と

なります。 

10月に見られる天体 

東２条北５丁目　　01654②3956　e-mail nayoro@nayoro-star.jp 

URL http://www.nayoro-star.jp 

開　水～日　13：00～19：00  休　月・火、祭日　入館料　無料 

西13条南４丁目　　 01654②2218　FAX 01654②2356 
開 9:00～22:00　休 月末・年末年始 

■と　き　10月12日（木）・26日（木） 

　　　　　①9:00～12:00 

　　　　　②13:00～16:00 

　　　　　③18:00～21:00 

■ところ　風連陶芸センター 

■費　用　粘土代１kg200円（１人何kgでも使用可）  

■持ち物　エプロン等  

■問い合わせ　風連陶芸センター（　01655③2743） 

※このほか、団体での陶芸教室も受け付けていますので 

お気軽にお問い合わせください。 

陶芸教室の案内 

「秋の星座と物語」 
■投　影　日　水曜日～日曜日　15:00～ 

■休　館　日　毎週月曜日・火曜日、月末日、祭日 

■月末休館日　10月31日（火） 

※10月14日(土)、プラネタリウム投影は都合によりお休み

となります。 

■入　館　料 

　○一般100円　○小学生～高校生50円　○幼児無料 

　※減免 

　　学校、幼稚園、保育所、福祉施設等は、市内免除・

　市外半額になります。（事前に申請が必要ですので、

　お問い合わせください。） 

■連　絡　先 

　プラネタリウム館（大通南２丁目）　 01654②4751

プラネタリウム館のご案内 

木原天文台 

文化センター 

わい惑星となった冥王星 

2005年５月12日 

名寄市内で撮影 
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名寄本館　大通南２　　 01654②4751　FAX 01654②4897 
　　　　　　開　火・金　9：30～17：00　水・木　9：30～20：00 　※17：00以降は１階のみ 
                　  土・日　9：30～16：00　　休  月・月末・祝・年末年始 
風連分館　風連町南町84-1　　 01655③2871　FAX 01655③2380 
　　　　　　開　月～金　9：30～17：00　土　9：30～16：00　休  日・月末・祝・年末年始 

開　9:00～17:00　休　月・年末年始 

北国博物館　緑丘222　　・FAX   01654③2575　e-mail  kitaguni@hokkai.or.jp 

 

風連分館　　風連町南町85　　・FAX   01655③2531

まなびの部屋 まなびの部屋 

■堀田清写真展「植物エネルギー」はる・
　なつ・あき・ふゆ 
　日高管内出身の堀田さんは、勤務先の北海道医療
大学北方圏生態観察園に育つ全ての植物を撮影し、
2004年フォトコンテストに初応募して入賞、今年２
月から３月まで、札幌にて行われた初の写真展など
で好評を得ています。 
　と　き　10月12日（木）～11月５日（日） 
　ところ　北国博物館ギャラリーホール（無料） 
　主　催　なよろ野の花の会 
＜講演会＞ 
　と　き　11月２日（木）18:30～20:00 
　ところ　北国博物館講堂（無料） 
　テーマ　「感動は心の薬」 
　講　師　堀田清氏 
　主　催　なよろ野の花の会 
　共　催　北国博物館　 

■企画展　2006ハーブリース展 
　ハーブや草花など、身近な素材を活かしたリース
を紹介します。市内弥生で豊かな自然を楽しみなが
ら暮らす、関口幸子さんの作品をお楽しみください。 
　と　き　10月21日（土）～11月５日（日） 
　ところ　北国博物館ギャラリーホール（無料） 

■ぞうり作り講習会 
　昔、稲作で得たワラを生活に利用していた技術を
伝承する講座です。ワラに代わるスゲでぞうりを作
ります。 
　と　き　10月25日（水）13:00～16:00 
　ところ　北国博物館講堂 
　対　象　一般市民（小学生は保護者同伴で） 
　費　用　500円（材料費） 
　申込期間　10月10日（火）から 
　※定員になり次第締め切り。 
　申　込　北国博物館　　　　　 

図 書 館 

自動車文庫「やまゆり号」10月の巡回日程 【名寄本館の行事】 
●特別展示　「猫のいる風景」10月24日（火）～11月５日（日） 
●ミニ展示コーナー 
　「からだ」「木の実」「ハロウィン」「古事記」 
●金曜おはなしクラブ 
　10月６日・13日・20日・27日 
●ペンギンクラブ 
　10月５日（木）・19日（木）　10:30～11:30 
　「エプロンシアターを作ろう」 
　・対象　３歳未満児・保護者　 
●蔵書点検のため休館します 
　11月20日（月）～30日（木） 
　12月１日からの電算システム稼働に伴い、上記期間、蔵
書点検のため休館します。 

【風連分館の行事】 
●おはなしポケット（毎週金曜日） 
　10月６日・13日・20日・27日 
●カンガルーのポケット　10月25日(水)　10:00～ 
　文化祭出展作品作り「野菜スタンプ作り」 
　・対象者　就学前のお子さんと保護者 
●司書体験　10月26日（木）・27日（金）・30日（月） 
　・対象　小学校低学年（１～３年） 
　・内容　「カウンター貸出」「本の整理」 
　・定員　１日２人　※申込期限　10月20日（金） 

【本館・分館共通の行事】 
●文化の日特別開館　11月３日（金・祝）　9:30～16:00 
 ●雑誌リサイクル　11月３日（金・祝） 
　リサイクル予定：古雑誌・寄贈図書を本人に限り１人10冊を差し上げます。 
　【本館】名寄本館３階国際親善メモリアルホール　9:30～11:00 
　【分館】風連分館こども図書室　9:30～14:00 

《 名 寄 地 区 》  
３日（火）第１老人クラブ前 

　　　　錦町公園前 

　　　　麻生公園前 

　　　　ライラック公園 

４日（水）ハルニレ公園前 

　　　　浅江島公園築山前 

５日（木）道営サンピラー・マーガレットヴィラ 

　　　　白樺団地内 

　　　　南が丘団地内 

６日（金）新大橋会館前 

　　　　西10南１自衛隊官舎前 

17日（火）東三条郵便局前 

　　　　名農教員住宅前 

　　　　緑丘第１団地 

18日（水）北体育館前 

　　　　新北斗団地集会所 

19日（木）智恵文支所前 

《 風 連 地 区 》  

６日（金）東風連地区 

12日（木）下多寄地区 

13日（金）日進・旭地区 

24日（火）市街地地区 

 
14:50～15:05 

15:15～15:35 

15:45～16:05 

16:15～16:35 

15:25～15:45 

15:50～16:30 

15:20～15:45 

15:55～16:10 

16:15～16:30 

15:30～15:45 

15:50～16:30 

15:05～15:30 

15:40～16:00 

16:10～16:30 

15:15～15:35 

15:50～16:10 

11:00～11:20 

 

10:00～ 

  9:45～ 

12:45～ 

10:00～ 
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▼
職
種
・
募
集
人
数 

①
薬
剤
師
　
１
人 

②
視
能
訓
練
士
　
１
人 

③
言
語
聴
覚
士
　
１
人 

▼
受
験
資
格 

　
各
職
種
の
免
許
を
有
す
る
方
、
ま

た
は
平
成
19
年
３
月
ま
で
に
資
格
取

得
見
込
の
方
で
、
昭
和
52
年
４
月
２

日
以
降
に
生
ま
れ
た
方 

▼
試
験
内
容 

・
第
一
次
試
験
　
書
類
選
考
（
第
一

次
試
験
合
格
者
は
、
本
人
に
通
知
し

ま
す
。
） 

・
第
二
次
試
験
　
論
文
試
験
と
面
接 

▼
第
二
次
試
験
の
日
程 

・
全
職
種 

　
12
月
３
日
（日） 
10
時 

　
市
立
総
合
病
院
２
階
講
義
室 

▼
応
募
方
法 

　
①
・
②
は
11
月
10
日
（金）
ま
で
、
③

は
11
月
20
日
（月）
ま
で
に
、
受
験
申
込

書
に
所
定
の
事
項
を
記
入
の
う
え
提

出
（
受
験
申
込
書
は
市
立
総
合
病
院

総
務
課
総
務
係
に
請
求
）
し
て
く
だ

さ
い
。 

　
　
市
立
総
合
病
院
総
務
課
総
務
係 

　
　
　
０
１
６
５
４
③
３
１
０
１ 

　
　（
内
線
２
２
１
４
） 

　
　
〒
０
９
６
‐
８
５
１
１ 

　
　
名
寄
市
西
７
条
南
８
丁
目 

     

　
　 

    

名
寄
〜
札
幌
間
を
運
行
し
て
い
る
「
高

速
な
よ
ろ
号
」
が
９
月
１
日
運
行
か

ら
座
席
予
約
制
に
な
り
ま
し
た
。 

 

事
前
に
座
席
予
約
を
入
れ
て
乗
車
券

を
購
入
し
て
か
ら
、
バ
ス
に
ご
乗
車

く
だ
さ
い
。 

▼
座
席
予
約
・
乗
車
券
購
入
方
法 

①
直
接
窓
口
で
の
ご
予
約
に
よ
る
購

入 ・
道
北
バ
ス
名
寄
駅
前
案
内
所 

（
大
通
南
６
丁
目
） 

・
中
島
菓
子
舗
（
委
託
店
） 

（
風
連
町
大
町
60
番
地
１
） 

・
有
限
会
社
川
原
観
光
（
委
託
店
） 

（
風
連
町
北
栄
町
１
７
５
番
地
15
） 

②
電
話
で
の
ご
予
約
に
よ
る
購
入 

　
　
０
１
６
５
４
③
０
０
４
７
　 

　
（
道
北
バ
ス
名
寄
駅
前
案
内
所
） 

③
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
ご
予
約
に

よ
る
購
入 

・
発
車
オ
ー
ラ
イ
ネ
ッ
ト 

　http://w
w
w
.j-bus.co.jp 

④
ロ
ー
ソ
ン
で
の
購
入 

・
ロ
ー
ソ
ン
名
寄
大
通
南
店 

・
ロ
ー
ソ
ン
名
寄
昭
和
通
店 

・
ロ
ー
ソ
ン
名
寄
徳
田
店 

　
　
道
北
バ
ス
名
寄
駅
前
案
内
所 

　
　
　
０
１
６
５
４
③
０
０
４
７ 

        

夜間納税窓口 
（17：15～19：30） 

と　き　10月25日（水） 
ところ　名寄庁舎２階 
　　　　税務課納税係 

パスポート移動窓口 
（11：00～14：00） 

と　き　10月11日（水） 
　　　　　　25日（水） 
ところ　名寄庁舎１階ロビー 

移 動 窓 口  

暮らしのリサイクル 
（10：00～16：00） 

名寄消費者協会 
　 01654③5630

※毎週水曜日は定休日 

不用になった家庭用品などを紹介 

します。お気軽にお電話ください。 

平
成
19
年
度
採
用 

名
寄
市
職
員
を
募
集 

高
速
な
よ
ろ
号
が
座
席

予
約
制
に
な
り
ま
し
た 

問 問い合わせ 　申 申し込み  
名 
名寄庁舎（　 01654③2111） 
風 
風連庁舎（　 01655③2511） 

○ゆずります 

　●オルガン 

　●ダブルベッド 

　●ピアノ 

○ゆずってください 

　●電子レンジ 

　●足踏みミシン 

　●婦人用自転車 

　●折りたたみベッド 

　●光陵男子ズボン 

　●ストーブガード 

　●ロックミシン 

　●ドラムセット 

社会保険事務相談窓口 
１日目）13：00～16：30 
２日目） 9：00～11：30 
商工会議所会場 
と　き　10月12日（木） 
　　　　　　13日（金） 
市役所会場（名寄庁舎１階） 
と　き　10月26日（木） 
　　　　　　27日（金） 

申 

問 

名寄バイパス完成見学の参加者募集 
－名寄バイパスが延伸されます－ 

 

　開通前の名寄バイパスをバスで見学しながら

一部区間を徒歩体験していただき、高規格道路

の構造・役割などについて理解を深めていただ

くため、見学会を開催します。 

●とき　10月29日（日）　9:30～12:30　 

●区間　名寄北管理ステーション－名寄市智恵文 

●行程　バス送迎 

　＜行き＞ 

　市役所風連庁舎（9:30）→市役所名庁舎（10:00）

　→名寄バイパス 

　＜帰り＞行きの逆になります。 

●募集人数　先着80人 

●申込期限　10月23日（月） 

●申込方法　お名前・ご住所・電話番号を電話 

　　　　　　またはメールにてご連絡ください。 

　　企画課広報広聴係　　３階（内線3309） 

　　メール　ny-kouhou@city.nayoro.lg.jp

問 名 

北海道最低賃金 
　北海道内で事業を営む使
用者及びその事業場で働く
すべての労働者（臨時、パー
トタイマー、アルバイト等
を含む）に適用される北海
道（地域別）最低賃金が次
のとおり改正されます。（最
低賃金額には時間外割増手
当等各種手当は算入されま
せん） 
◆最低賃金額 
　時間額644円 
◆効力発生 
　平成18年 
　10月１日 
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「
政
治
倫
理
の
確
立
の
た
め
の
名

寄
市
長
の
資
産
等
の
公
開
に
関
す
る

条
例
」
及
び
「
名
寄
市
長
の
資
産
等

の
公
開
に
関
す
る
規
則
」
に
基
づ
い

て
、
島
多
慶
志
名
寄
市
長
の
資
産
を

公
開
し
ま
す
。 

　
資
産
報
告
書
等
に
つ
い
て
市
民
の

方
は
、
閲
覧
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。 

▼
資
産
等 

・
土
地 

　
６
４
４･

60
㎡（
固
定
資
産
税
課
税

　
標
準
額
６
２
５
万
２
６
２
６
円
） 

　
２
５
７･

84
㎡（
固
定
資
産
税
課
税

　
標
準
額
２
５
９
万
８
９
２
６
円
） 

・
建
物 

　
１
１
０･

16
㎡（
固
定
資
産
税
課
税

　
標
準
額
１
０
６
万
９
１
３
０
円
） 

・
預
金 

　
１
３
５
６
万
４
６
５
９
円 

・
郵
便
貯
金 

　
６
０
４
万
４
４
９
７
円 

・
自
動
車
　
小
型
自
動
車
１
台 

・
ゴ
ル
フ
場
の
利
用
に
関
す
る
権
利
株

式
会
社
名
寄
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
会
員
券 

　
　
総
務
課 

　
　
３
階
（
内
線
３
３
２
１
） 

     

    

　
こ
の
事
業
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が

地
域
活
性
化
へ
の
取
り
組
み
を
積
極

的
に
進
め
て
い
た
だ
く
た
め
「
ま
ち

づ
く
り
推
進
事
業
助
成
制
度
」
を
設

け
、
個
人
ま
た
は
団
体
が
新
た
に
取

り
組
む
「
地
域
活
性
化
」
事
業
に
対

し
、
開
発
研
究
な
ど
に
要
す
る
費
用

の
一
部
を
助
成
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。 

　
「
ま
ち
づ
く
り
」
「
ま
ち
お
こ
し
」

へ
の
行
動
が
さ
ら
に
広
が
り
、
よ
り

活
発
に
展
開
さ
れ
る
た
め
に
、
個
人

や
グ
ル
ー
プ
で
こ
の
制
度
を
進
ん
で

ご
活
用
く
だ
さ
い
。 

　
申
込
受
付
は
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

▼
対
象
事
業 

①
特
産
品
づ
く
り
の
開
発
研
究
に
関

す
る
事
業 

②
市
民
生
活
の
向
上
、文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
の
振
興
に
関
す
る
事
業 

③
観
光
振
興
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
等

の
催
事
に
関
す
る
事
業 

④
生
涯
学
習
・
国
際
交
流
・
後
継
者

育
成
等
の
人
材
育
成
に
関
す
る
事
業 

▼
助
成
の
条
件 

①
助
成
は
一
事
業
に
つ
い
て
１
回
と

し
ま
す
。
た
だ
し
、
事
業
内
容
に
よ

り
継
続
し
て
助
成
す
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。 

②
事
業
完
了
後
は
、
成
果
品
、
実
績

報
告
書
と
収
支
計
算
書
を
提
出
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。 

③
市
か
ら
他
の
補
助
金
対
象
事
業
に

な
っ
て
い
な
い
こ
と
。 

▼
助
成
額 

　
助
成
金
の
額
は
、
対
象
事
業
経
費

総
額
の
２
分
の
１
以
内
で
、
予
算
の

範
囲
内
で
交
付
し
ま
す
。
（
限
度
額

は
次
の
と
お
り
） 

                        

　
　
地
域
振
興
課
地
域
振
興
係 

　
　
３
階
（
内
線
３
３
１
１
・
３
３
１
２
） 

  

                      

問 

問 

市
長
の
資
産
等
を
公
開
し

ま
す 

ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業

に
助
成
制
度
の
活
用
を 

名 

名 
経費区分 助成限度額 費用の例示 

開発研究 20万円 
素材や器材を用いて行う試作試験に要する 
費用 

会場設営機材や宣伝広告等に要する費用 

先進地等への派遣研修、講師を招へいして 
行う人材育成に要する費用 

人材育成 10万円 

イベント開催 20万円 

東
京
な
よ
ろ
会
に
入
会
し
ま
せ
ん
か 
    

　
東
京
な
よ
ろ
会
（
田
中
幸
一
会

長
）
で
は
、
新
「
名
寄
市
」
誕
生

を
記
念
し
、
新
会
員
を
募
集
し
て

い
ま
す
。 

　
皆
さ
ま
の
ご
家
族
・
知
人
・
友

人
等
で
東
京
近
郊
に
お
住
ま
い
の

方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、

ふ
る
さ
と
「
な
よ
ろ
」
の
応
援
団

と
し
て
、
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。
合

併
を
機
に
、
風
連
地
区
の
方
か
ら

の
ご
紹
介
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

▼
目
的
　
会
員
相
互
の
親
睦
・
交

流
・
情
報
の
交
換
を
図
る
と
と
も

に
、
そ
の
共
通
す
る
郷
土
愛
の
も

と
に
、
名
寄
市
の
繁
栄
に
寄
与
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。 

▼
会
員
　
東
京
都
及
び
そ
の
近
郊

に
居
住
す
る
名
寄
出
身
者
、
ま
た

は
名
寄
に
ゆ
か
り
の
あ
る
個
人
・

団
体
で
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。
（
東

京
近
郊
に
限
定
い
た
し
ま
せ
ん
。

会
員
の
中
に
、
九
州
の
方
も
い
ま

す
。
） 

▼
会
費
　
年
会
費
　
千
円 

▼
活
動
　
主
な
活
動
は
次
の
と
お

り
で
す
。
ま
た
、
会
員
間
の
情
報

交
換
と
ふ
る
さ
と
「
な
よ
ろ
」
の

近
況
を
お
伝
え
す
る
「
東
京
な
よ

ろ
会
だ
よ
り
」
と
「
広
報
な
よ
ろ

ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
」
を
年
３
回
お

届
け
し
て
い
ま
す
。 

 

                     

　
・
　 

　
　
地
域
振
興
課
地
域
振
興
係 

　
　
３
階
（
内
線
３
３
１
１
・
３

　
　
３
１
２
） 

　ny-shinkou@
city.nayoro.lg.jp 

 

【
東
京
な
よ
ろ
会
事
務
局
】 

　
〒
２
７
０
‐
１
１
６
４ 

　
千
葉
県
我
孫
子
市
つ
く
し
野
３

　
‐
４
‐
１
０
４ 

　
木
原
碩
美
　 

　
　
04
‐
７
１
８
４
‐
０
５
０
３ 

　kihara-h@
bpost.plala.or.jp

申 

問 

名 

ふ
る
さ
と
の
応
援
団
と
し
て
知
友
人
の
ご
紹
介
を 

事　　　　　業 実施時期 

東京近郊ゴルフコンペ ９月中旬 

総会・懇親会 

名寄ピヤシリスキーツアー 

名寄特産品ＰＲ・販売協力 

名寄白樺ゴルフツアー 

納涼会（会員親睦ビールパーティー） 

10月下旬 

１月～２月 

６月上旬 

６月下旬 

７月中旬 

※今年は、10月29日（日）に第22回東京なよろ会総会・ 
　懇親会を開催します。 



    

　
道
立
サ
ン
ピ
ラ
ー
パ
ー
ク
の
一
部

開
園
を
記
念
し
、
「
サ
ン
ピ
ラ
ー
交

流
館
」
に
て
カ
ー
リ
ン
グ
体
験
教
室

を
開
催
し
ま
す
。 

　
長
野
五
輪
出
場
の
敦
賀
さ
ん
、
ト

リ
ノ
五
輪
出
場
の
林
さ
ん
を
講
師
と

し
て
お
迎
え
し
、
初
心
者
の
方
々
に

カ
ー
リ
ン
グ
の
魅
力
を
よ
り
知
っ
て

い
た
だ
き
た
く
、
多
く
の
み
な
さ
ん

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

▼
と
き
　
11
月
11
日
（土） 
11
時
45
分
〜

13
時
15
分
（
受
付
11
時
〜
） 

▼
と
こ
ろ
　
道
立
サ
ン
ピ
ラ
ー
パ
ー

ク
「
サ
ン
ピ
ラ
ー
交
流
館
」
内
（
な

よ
ろ
健
康
の
森
南
側
） 

▼
参
加
料
　
無
料 

▼
対
象
　
小
学
校
４
年
生
以
上
の
道
民 

▼
定
員
　
50
人
程
度
（
定
員
に
な
り

次
第
締
切
） 

▼
申
込
期
限
　
10
月
20
日
（金） 

　
・ 

　
北
海
道
知
事
杯
カ
ー
リ
ン
グ
大
会

　
実
行
委
員
会
事
務
局
（
市
役
所
財

　
政
課
内
） 

　
　
３
階
（
内
線
３
３
３
５
） 

       

    

「
新
・
名
寄
市
」
が
誕
生
し
た
こ
と

を
記
念
し
て
、
次
の
と
お
り
「
合
併

記
念
の
森
植
樹
祭
」
を
行
い
ま
す
。  

▼
と
き
　
10
月
６
日
（金） 
14
時
か
ら  

▼
と
こ
ろ
　
な
よ
ろ
健
康
の
森
「
森

と
水
辺
の
ゾ
ー
ン
」 

     

「
国
民
年
金
保
険
料
」
免
除
等
の
申

請
期
間
延
長
の
お
知
ら
せ 

　
今
年
度
に
限
り
、
次
の
と
お
り
国

民
年
金
保
険
料
の
免
除
及
び
納
付
猶

予
、
納
付
特
例
に
つ
い
て
申
請
期
限

が
10
月
31
日
ま
で
延
長
さ
れ
ま
し
た
。 

申
請
を
忘
れ
て
い
た
方
は
ぜ
ひ
こ
の

機
会
に
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。 

▼
全
額
・
半
額
免
除
及
び
若
年
者
納

付
猶
予
　
平
成
17
年
４
月
か
ら
平
成

18
年
６
月
ま
で
の
分
の
申
請
期
間
が
、

平
成
18
年
７
月
か
ら
平
成
18
年
10
月

31
日
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。 

▼
学
生
納
付
特
例
　
平
成
17
年
４
月

か
ら
平
成
18
年
３
月
ま
で
の
分
の
申

請
期
間
は
、
平
成
18
年
４
月
か
ら
平

成
18
年
10
月
31
日
ま
で
に
な
り
ま
し

た
。 

　
　
市
民
課
年
金
老
人
保
健
係 

　
　
１
階
（
内
線
３
１
１
９
） 

　
　
１
階
（
内
線
１
１
９
） 

    

平
成
18
年
度
「
一
村
一
雇
用
お
こ
し

支
援
事
業
」
の
募
集 

　
北
海
道
で
は
、
新
た
な
雇
用
創
出

を
促
進
す
る
た
め
、
中
小
企
業
者
を

支
援
す
る
「
一
村
一
雇
用
お
こ
し
支

援
事
業
」
を
設
け
て
い
ま
す
。 

　
次
の
要
領
で
募
集
を
受
け
付
け
ま

す
の
で
、
該
当
の
方
は
ご
応
募
く
だ

さ
い
。 

▼
応
募
要
件 

・
４
月
以
降
に
新
規
開
業
、
新
規
事

業
展
開
等
に
よ
り
、
新
た
な
雇
用
が

創
出
で
き
た
、
ま
た
は
で
き
る
事
業

が
対
象
で
、
市
の
各
種
計
画
等
の
推

進
に
寄
与
す
る
も
の
（
市
の
推
薦
が

必
要
）
。 

・
雇
用
は
３
人
以
上
（
一
般
被
保
険

者
、
短
時
間
被
保
険
者
を
問
わ
な
い
）
。 

・
６
ヵ
月
前
か
ら
事
業
主
の
都
合
で

従
業
員
を
解
雇
し
て
い
な
い
こ
と
。 

▼
助
成
額 

・
事
業
費
（
設
備
資
金
、
運
転
資
金
、

試
験
費
、
開
発
費
等
）
の
２
分
の
１

（
限
度
額
２
５
０
万
円
） 

・
新
規
雇
用
従
業
員 

　
一
般
被
保
険
者
…
１
人
に
つ
き
30

　
万
円 

　
短
時
間
被
保
険
者
…
１
人
に
つ
き

　
10
万
円 

▼
応
募
期
日
　
10
月
25
日
（水） 

▼
そ
の
他
　
各
市
町
村
で
毎
年
１
事

業
が
対
象
の
た
め
、
複
数
の
ご
応
募

が
あ
っ
た
場
合
は
調
整
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。 

　
・
　
　
産
業
振
興
課
労
政
係 

　
　
３
階
（
内
線
３
３
４
３
） 
     

▼
と
き
　
10
月
17
日
（火） 
18
時
30
分
か
ら 

▼
と
こ
ろ
　
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
メ
ー

プ
ル 

▼
内
容
・
講
演
会 

　
第
１
部
「
喫
煙
と
健
康
」 

　
・
講
師
　
岡
崎
　
望
氏 

　
　
　
　
　（
岡
崎
内
科
） 

　
第
２
部
「
た
ば
こ
と
歯
周
病
」 

　
・
講
師
　
寺
尾
導
子
氏 

　
　
　
　
　（
吉
田
歯
科
分
院
） 

　
第
３
部
「
た
ば
こ
の
一
般
的
な
害
」 

　
・
講
師
　
池
田
幸
司
氏 

　
　
　
　
　（
グ
リ
ー
ン
薬
局
） 

▼
参
加
料
　
無
料 

※
講
演
終
了
後
、
参
加
者
か
ら
の
質

問
に
お
答
え
し
ま
す
。 

▼
主
催
　
名
寄
三
師
会
（
医
師
・
歯

科
医
師
・
薬
剤
師
） 

▼
後
援
　
上
川
北
部
医
師
会 

        

    

▼
と
き 

　
第
１
回
・
開
講
式
10
月
24
日
（火）
　 

　
18
時
〜
20
時
30
分 

　
第
２
回
・
10
月
27
日
（金） 

　
18
時
30
分
〜
20
時
30
分 

　
第
３
回
・
閉
講
式
10
月
31
日
（火） 

　
18
時
30
分
〜
20
時
30
分 

▼
と
こ
ろ
　
名
寄
光
凌
高
校 

▼
対
象
者
　
一
般
市
民
（
高
校
生
以
上
） 

▼
講
座
内
容
（
定
員
・
受
講
料
） 

①
プ
ラ
ン
タ
ー
の
製
作
（
定
員
８
人
・

１
０
０
０
円
） 

②
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
製
作
（
定

員
４
人
・
３
０
０
０
円
） 

③
料
理
教
室
（
定
員
12
人
・
１
０
０

０
円
） 

④
パ
ソ
コ
ン
教
室
（
定
員
15
人
・
無

料
） 

⑤
楽
し
い
教
育
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
（
定

員
14
人
・
無
料
） 

▼
申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

に
て
名
寄
光
凌
高
校
事
務
室
　
川
上 

　
・
FAX
０
１
６
５
４
②
３
０
６
６ 

▼
申
込
締
切
　
10
月
13
日
（金） 

※
各
講
座
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

　
　
名
寄
光
凌
高
校
総
務
部（
関
原
） 

     

カ
ー
リ
ン
グ
体
験
教
室

に
参
加
し
ま
せ
ん
か 

「
合
併
記
念
の
森
植
樹
祭
」

を
行
い
ま
す 

中
小
企
業
・
事
業
主
の
皆

様
へ 

名
寄
光
凌
高
校
学
校
開

放
講
座
の
お
知
ら
せ 

名
寄
三
師
会
公
開
健
康

講
座 

み
ん
な
の
国
民
年
金 

申 

問 

名 

申 

問 

名 

問 

問 

名 風 
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15　平成18年10月号 

無料相談窓口 
市民相談室 

ところ　名寄市民会館１階（大通北１） 

申込・問　�01654③2111（内線3616） 

 

市民相談　9:00～16:00 

　と　き　月～金曜日 

無料法律相談　11:00～ 

　と　き　10月１日（日） 

　　　　　11月５日（日） 

　※事前予約が必要です 

行政相談　13:00～16:00 

　と　き　10月12日（木） 

　　　　　11月９日（木） 

結婚相談 

　と　き　第１金曜日 17:30～19:00 

　　　　　その他の金曜日 13:00～15:00 

                               

消費者相談　9:00～16:00 

　と　き　月～金曜日 

　ところ　市民会館２階 

　　　　　　消費者センター 

　　　　　　 01654②3575 

労働相談　8:45～17:15 

　と　き　月～金曜日 

　ところ　名寄庁舎３階 

　　　　　産業振興課労働相談所 

　　　　　　 01654③2111 

人権相談　8:30～16:30 

　と　き　月～金曜日 

　ところ　旭川地方法務局名寄支局 

　　　　　　 01654②2349 

心配ごと相談（24時間） 

　と　き　月～金曜日 

　ところ　総合福祉センター 

　　　　　　 01654②3968 

精神障害者生活相談 

（酒害相談も）13:00～15:00 

　と　き　毎月第３木曜日 

　ところ　総合福祉センター 

　　　　　　 01654②3968 

教育相談ハートダイヤル 

　9:00～17:00 

　と　き　月～金曜日 

　ところ　女性児童センター 

　　　　　　 01654③1000 

年金無料相談　13:30～16:00 

　と　き　10月18日（水） 

　ところ　風連庁舎１階相談室 

　※年金相談・資格確認については 

　無料ですが、各種申請は有料とな

　ります。　 

ご
寄
付 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た 

（
順
不
同
・
敬
称
略
） 

 

▼
社
会
福
祉
事
業
の
た
め
に 

　
○
佐
藤
良
子 

▼
風
連
特
養
「
し
ら
か
ば
ハ
イ
ツ
」

　
入
所
者
介
護
の
た
め
に 

　
〇
札
幌
風
連
会（
東
野
敏
男
会
長
） 

▼
名
寄
市
の
た
め
に 

　
○
山
崎
信
勝 

▼
病
院
施
設
の
整
備
等
の
た
め
に 

　
○
楡
木
怜
子 

市は、日頃、雇用関係や労働問題についてお悩みの方のために、相談窓口を開
設しています。どんなことでもお気軽にご相談ください。 

●定期相談窓口（時間は全て13:30～16:00） 

と　き ところ 

市役所風連庁舎１階第１会議室 

市民会館22号室 

市民会館22号室 

市民会館22号室 

市民会館22号室 

相談員 

奥山　玉示 

市役所風連庁舎１階第１会議室 奥山　玉示 

佐藤　勝見 

佐藤　勝見 

佐藤　誠一 

千葉榮太郎 

10月11日（水） 

11月８日（水） 

12月13日（水） 

１月10日（水） 

２月14日（水） 

３月14日（水） 

市労働相談所からのお知らせ 

植樹会のご案内 
　平成16年９月の台風18号による被害
跡地（防風保安林）の一部でカミポッ
トによる植樹会を行います。 
◆と　き　10月17日（火）10:00～11:30 
◆ところ 
　風連町字豊里928番地（酒井様宅）・　
　豊里941番地裏の防風林内（農道あり） 
◆持ち物 
　軍手・長靴を持参してください。 
◆申込期限　10月10日（火） 
◆その他　小雨決行 
◆申し込み　上川北部森林管理署 
　　　　　　担当：鳴海 
　　　　　　　01655④2551

全国道路標識週間 
（10月１日～７日） 
　全国道路標識週間は、道路標
識に対する関心を高め、標識の
果たす役割を理解していただく
ことを目的としています。 
　現在、親しみとうるおいのあ
る標識整備を進め、道路案内や
安全走行の充実を図っています
が、より一層、わかりやすく利
用しやすいものとするため、皆
さまからのご意見やアイデアを
お待ちしています。 
◆ご連絡・お問い合わせ 
・北海道開発局 
　旭川開発建設部　道路２課 
　　0166-32-1111 
・旭川開発建設部 
　士別道路事務所　第１維持課 
　　0165-23-3140 
・道の相談室　0120-106-497

問 

名 

産業振興課内　市労働相談所 

３階（内線3343） 
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■
発
行
／
名
寄
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■
編
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総
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刷
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成
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1
0
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1
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発
行
　
第
７
号
 

 

人のうごき 人のうごき 

10

表紙の写真 

市民カレンダー 神無月 
日 月 火 水 木 金 土 

８月末日現在住民基本台帳 
※（　）は７月末比 
人　口　31,543人　 （△ 1） 
　　男　15,308人　 （△ 3） 
　　女　16,235人　 （＋ 2） 
世帯数　14,563世帯 （△ 8） 
外国人登録者  143人（＋ 1） 

　９月12日、防火フェスティバル
が、スポーツセンター駐車場で行
われ、市内幼稚園・保育所の園児
406人が参加しました。 
　消防服を身にまとい、“小さな消
防士さん”になった園児たちは、２
人１組で消防署職員と一緒にホー
スを握って放水体験。消防士気分
をとても満喫している様子でした。 

名寄庁舎 
　〒096-8686 
　北海道名寄市大通南１丁目１番地 
　　 01654③2111 FAX 01654②5644 
風連庁舎 
　〒098-0507 
　北海道名寄市風連町西町196番地1 
　　 01655③2511　FAX 01655③2510 
名寄市ホームページアドレス 
　http://www.city.nayoro.lg.jp/ 
「風連町」合併特例区ホームページアドレス 
　http://www.city.nayoro.lg.jp/furen/index.html

幼年消防クラブ　防火フェスティバル 

広
報
誌
は
保
存
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
 

ペンギンクラブにて ペンギンクラブにて 
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・スポーツセンター 
　休館日 
・広報「なよろ」11月 
　号配布予定日 
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 福 …風連福祉センター　文 …市民文化センター　ス …スポーツセンター 

ス 

・市民見学会（予定） 
・運転免許更新時講 
　習会 
　優良13:00 
　一般14:00

文 

・運転免許更新時講 
　習会 
　優良18:00 
　初回19:00

文 

・運転免許更新時講 
　習会 
　違反14:00 
　一般17:30

文 
・会長旗争奪中学バ 
　レーボール大会 
　9:00 
・市立大学開学記念 
　講演会 
　市立大学本館２階 
　大講義室 
　14:00

・ピヤシリカップバ 
　スケットボール大 
　会（15日まで） 
　9:00 
・市立大学看護セミ 
　ナー（15日まで） 
　市立大学新館２階 
　中講義室　他 
　10:00

・名大祭（29日まで） 
　市立大学 

・早朝診療※予約制 
　風連国保診療所 
　7:00

・ランプシェード作 
　品展（８日まで） 
　北国博物館 
　9:00-17:00 
・名寄地区中学卓球 
　新人選 
　9:00

ス 

ス 

ス 

・高齢者スポーツ卓 
　球交流名寄大会 
　18:00

ス 
・高齢者スポーツ卓 
　球交流名寄大会 
　9:00

ス 
・スポーツフェスティ 
　バル（無料開放） 
　9:00

ス 
・名寄ライオンズ杯 
　市民卓球大会 
　9:00

・名寄地区ソフトテ 
　ニス技術研修研修 
　会 
　9:00

ス 

ス 
・市民ミニバレーボー 
　ル大会 
　9:00

・交通事故巡回相談 
　市民会館１階 
　13:00-15:00

・運転免許更新時講 
　習会 
　優良13:00

福 

�

体育の日 体育の日 

防火フェスティバル 防火フェスティバル 

下多寄神社祭典・獅子舞奉納にて 下多寄神社祭典・獅子舞奉納にて 

　 

日 

  1日 

10日 

20日 

31日 

日 

  7日 

14日 

22日 

30日 

月の形 

●新月

○上弦 

○満月 

○下弦 

10月の太陽・月の暦 

日の出 

 5時25分 

 5時36分 

 5時49分 

 6時 3分 

日の入 

17時14分 

16時58分 

16時41分 

16時24分 

月の出 

14時10分 

18時21分 

  3時37分 

13時48分 

月の入 

22時32分 

  9時31分 

15時43分 

16時24分 


